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今
回
は
、
豊
岡
地
区
の
古
谷
さ

ん
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
古
谷
さ
ん
宅
は
水
稲
、
大
小
麦
、

露
地
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
認
定

農
家
で
す
。

　
農
作
業
は
と
い
う
と
、
水
稲
、

麦
等
の
作
付
、
収
穫
時
は
ご
主
人

が
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
普
段
の
露
地
野
菜
の

栽
培
は
古
谷
さ
ん
本
人
と
お
嫁
さ

ん
の
千
枝
さ
ん
、
お
手
伝
い
さ
ん

と
で
対
応
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
露
地
野
菜
は
特
に
ネ
ギ
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
肥
料
は
有
機
肥
料

を
出
来
る
だ
け
利
用
し
、
農
薬
も

減
農
薬
で
栽
培
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
、
畑
は
瓦
が
出
来

る
よ
う
な
土
な
の
で
、
作
物
に
環

境
は
良
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
以

前
陸
田
と
し
て
使
用
し
て
い
た
た

め
、
底
が
大
変
硬
く
ネ
ギ
の
白
い

部
分
を
長
く
す
る
の
に
苦
労
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
土
作
り

が
基
本
だ
と
も
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
野
菜
作
り
は
天
候
に
左
右
さ
れ

ま
す
が
少
し
で
も
毎
回
自
慢
の
で

き
る
ネ
ギ
を
作
り
た
い
と
の
こ
と

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
安
心
、
安
全
な

ネ
ギ
を
消
費
者
に
お
届
け
出
来
る

様
、
日
々
精
進
し
た
い
と
話
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。

　
豊
岡
地
区
で
ネ
ギ
を
栽
培
し
て
い

る
古
谷
さ
ん
を
、
大
麦
刈
の
後
、
小

麦
の
刈
取
を
控
え
た
合
間
に
、
ネ
ギ

の
管
理
作
業
を

し
て
い
た
と
こ

ろ
に
訪
問
し
ま

し
た
。

紹 

介 

農 

業 

委 

員

古谷  ミチ子
委員

　
今
年
３
月
31
日
草
間
正
詔
委
員

が
任
期
満
了
の
た
め
退
任
し
ま
し

た
。
平
成
８
年
７
月
以
来
６
期
17

年
の
長
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
と

し
て
地
域
農
業
の
振
興
に
ご
尽
力

を
賜
り
ま
し
た
。

　
今
年
１
月
19
日
大
山
榮
市
委
員

が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
20
年

７
月
以
来
２
期
５
年
に
わ
た
り
農

業
委
員
と
し
て
地
域
農
業
の
振
興

に
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　
夏
本
番
を
迎
え
猛
暑
日
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
熱
中
症
等
、
体
に

気
を
つ
け
て
農
作
業
に
励
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
農
家
に
密

着
し
た
記
事
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
、
編
集
委
員
一
同
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
。

編

集

後

記

草
間
委
員
が
任
期
満
了

大 

山 

委 

員 

が 

逝 

去

　
加
入
資
格
は
20
歳
以
上
の
60
歳

未
満
の
方
で
、
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
及
び
年
間
60
日
以
上
農

業
に
従
事
し
て
い
る
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
で
す

が
、
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族

農
業
従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

又
、
意
欲
あ
る
担
い
手
に
は
保
険

料
助
成
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

保
険
料
は
自
由
に
決
め
ら
れ
、
税

制
面
で
も
大
き
な
優
遇
措
置
が
あ

り
ま
す
。

　
積
立
方
式
の
安
定
し
た
制
度
で
、

80
歳
ま
で
保
証
付
き
の
終
身
保
険

で
す
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
農
業
委

員
ま
た
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日
ご

相
談
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
去
る
４
月
27
日
　
農
業
委
員
会

総
会
の
前
に
、
茨
城
県
農
業
会
議

か
ら
小
泉
総
務
部
調
査
役
、
岩
渕

農
業
者
年
金
担
当
を
講
師
に
迎
え
、

農
業
者
年
金
加
入
推
進
に
つ
い
て

の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
年

金
加
入
に
つ
い
て
の
質
問
も
多
数

だ
さ
れ
、
実
り
の
あ
る
勉
強
会
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
会
に
、
農
業
者
年
金

に
つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
を
拡
充
し
、
農

業
委
員
に
よ
る
戸
別
訪
問
等
、
年

金
加
入
推
進
を
進
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

年
金
加
入
で
、
農
業
経
営
と
安
心
で
豊
か
な
老
後
生
活
を
が
っ
ち
り

サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
開
催

　菅生沼土地改良区（倉持泰仍理事長）は、茨城、千葉県にまたがり、常総、守谷、坂東、野田市の
４自治体の接点にあたり、さらには警察署も常総、取手、境、野田の４警察署の管轄にまたがる地域
にあり不法投棄などの悪事にはこの上ない絶好の盲点である。
　地元の農業委員と土地改良区役員の合議の末、組合員高齢化による出役者不足もあり廃棄物の処理
や取締りなどの守りの繰り返しよりも、「捨てられない環境つくりが大事」と攻めに転じ、行政の力
も借り耕作放棄地の絶滅と合わせて、近年は美しい水土里つくり事業も取り入れ、全域を見通しがき
くように徹底した除草作業を行い、今や地元農業委員会で不法投棄パトロールに回っても耕作地範囲
内の投棄物はほとんど見当たらなくなった。ちなみに耕作放棄地はゼロである。

大型機械による除草で不法投棄が激減（除草作業の今昔）

平成３年当時 平 成 2 4 年
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　平成24年１月から12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10ａ当たり）

は、次のとおりとなっております。

（平成25年４月１日公表）

＊１　この情報は、農地法第52条の規定により、賃借料の目安として提供するものです。
＊２　この情報は、平成24年中に実際に締結された賃貸借契約の賃借料データを集計したものです。
＊３　基盤整備地域とは、土地改良などにより圃場整備が完了している地域です。
＊４　データ数は、集計に用いた筆数です。
＊５　賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、60kg当たり11,000円に換算しています。
＊６　金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としています。
＊７　「（参考）常総市平均」の平均額は、各区分の平均値（四捨五入前）をデータ数により加重
　　　平均した値です。

【問合せ】農業委員会事務局　２３－９０１３・９０１８

１  田（水稲）の部

２  畑（普通畑）の部

17 , 600

15 , 900

17 , 000

16 , 900

16 , 800

27 , 500

22 , 000

22 , 000

22 , 000

5 , 500

5 , 500

11 , 000

10 , 000

265

209

41

98

613

基盤整備地域

未整備地域

基盤整備地域

未整備地域

締結（公告）された地域名 平　  均  　額
　　　　 （円）

最　  高  　額
　　　　 （円）

最　  低  　額
　　　　 （円）

デ  ー  タ  数
　　　　（件）

9 , 500

14 , 000

11 , 700

16 , 500

20 , 000

5 , 000

5 , 000

95

9

104

締結（公告）された地域名 平　  均  　額
　　　　 （円）

最　  高  　額
　　　　 （円）

最　  低  　額
　　　　 （円）

デ  ー  タ  数
　　　　（件）

（参考）常総市平均

（参考）常総市平均

旧水海道市

旧石下町

旧水海道市全域

旧石下町全域

平成24年  賃借料情報平成24年  賃借料情報 消
費
者
と
し
て
思
う

消
費
者
と
し
て
思
う

坂
手
地
区

　
染
谷
　
美
智
子  

さ
ん

地
域
の
担
い
手

地
域
の
担
い
手

飯
沼
地
区

　 
井
上
　
真
晴  

さ
ん

　
我
が
家
は
専
業
農
家
と
し
て
契

約
白
菜
を
中
心
に
キ
ャ
ベ
ツ
・
ネ

ギ
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
東
日
本
大
震
災
発
生
の
二

日
前
に
就
農
し
、
県
産
品
が
風
評

被
害
で
価
格
低
迷
の
影
響
を
一
部

か
ら
受
け
た
こ
と
で
農
業
の
厳
し

さ
を
知
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
元
で
は
主

産
地
ら
し
く
生
産
技
術
の
指
導
体

制
や
生
産
物
の
出
荷
体
制
が
整
備

さ
れ
、
父
も
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
に
対

し
て
先
見
の
明
か
ら
農
機
具
へ
の

設
備
投
資
も
終
え
て
お
り
、
労
働

力
で
は
研
修
生
を
三
名
受
け
入
れ

て
計
七
名
で
作
業
効
率
化
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
環

境
か
ら
ス
タ
ー
ト
が
出
来
た
こ
と

で
、
日
頃
か
ら
機
械
の
修
繕
費
削

減
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
日
常
的
に
決
ま
っ
て
い
る
作
業

の
繰
り
返
し
だ
け
で
は
な
く
、
収

量
も
変
動
す
る
作
物
栽
培
に
面
白

さ
を
感
じ
、
新
し
い
知
識
習
得
の

た
め
に
石
下
地
区
で
も
農
業
後
継

者
の
会
で
若
い
世
代
同
士
の
交
流

会
や
研
修
会
へ
の
参
加
も
行
い
な

が
ら
、
日
々
の
勉
強
不
足
を
補
っ

て
い
る
状
況
で
、
将
来
は
自
分
な

り
の
経
営
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　
地
域
の
担
い
手
と
し
て
は
ま
だ

ま
だ
未
熟
者
で
す
が
経
験
を
積
ん

で
一
生
勉
強
の
精
神
で
農
業
の
役

に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
就
農
し
て
、
双
子
の
子
供
も
生
ま

れ
、
両
親
、
実
習
生
と
共
に
契
約
栽

培
に
励
ん
で
お
り
、
又
、
Ｉ
Ｆ
Ｃ
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
頑
張
っ
て
い
る

井
上
さ
ん
で
す
。

「
食
の
安
全
と
は
？
」

　
私
は
会
社
勤
め
の
傍
ら
、
休
日

に
は
自
家
用
菜
園
で
様
々
な
野
菜

を
作
っ
て
お
り
ま
す
。

　
無
農
薬
で
作
っ
た
野
菜
は
娘
達

に
届
け
、
孫
達
に
も
安
心
し
て
食

べ
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
と
、
喜

ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
昨
今
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ

り
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
様
々
な
情

報
が
飛
び
交
い
、
多
く
の
消
費
者

に
不
安
を
抱
か
せ
て
お
り
ま
す
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
日
本
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る

添
加
物
や
、
残
留
農
薬
の
基
準
が

日
本
の
倍
も
あ
る
品
々
を
食
す
る

こ
と
と
な
り
、
「
食
の
安
全
」
と

は
何
だ
ろ
う
と
思
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
未
来
の
日
本
を
担
う
子
供
達
が
、

元
気
に
明
る
く
生
き
る
為
に
必
要

な
「
食
」
を
、
安
全
で
、
よ
り
健

康
を
守
る
た
め
の
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
一
度
原
点
に
も
ど
り
、
考
え

る
必
要
が
あ
る
課
題
な
の
か
な
っ

て
思
い
つ
つ
、
「
ジ
ィ
ジ
と
バ
ァ

バ
の
作
っ
た
野
菜
、
お
い
し
い
ね
」

と
い
う
孫
た
ち
の
言
葉
を
励
み
に
、

汗
を
流
し
て
畑
仕
事
を
し
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
訪
問
し
た
時
何
を
す
る
の
で
す
か

と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
今
日
は
ナ
ス
・

ト
マ
ト
を
植
え
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
食

の
安
全
を
考
え
て
い
る
染
谷
さ
ん
で

す
。

　
近
年
、
農
地
に
支
柱
を
立
て
て
、

営
農
を
継
続
し
な
が
ら
上
部
空
間

に
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
す
る

技
術
（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）

が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
発
電
施
設
（
営
農
型
発
電
施
設
）

は
、
パ
ネ
ル
の
下
部
分
に
て
営
農

を
前
提
と
し
、
農
産
物
等
に
支
障

が
な
い
と
の
理
由
か
ら
農
地
法
の

転
用
は
必
要
な
い
と
の
考
え
方
が

あ
り
ま
す
が
、
農
林
水
産
省
で
は

農
地
法
の
一
時
転
用
許
可
が
必
要

と
判
断
し
ま
し
た
。

　
一
時
転
用
期
間
は
３
年
間
で
、

ま
た
、
延
長
も
可
能
で
す
。
許
可

に
際
し
て
は
、
下
部
の
農
地
に
お

け
る
営
農
の
適
切
な
継
続
が
確
保

さ
れ
、
作
物
の
発
育
等
に
支
障
が

な
い
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
許
可
後
は
毎
年
、
下
部

の
農
地
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
農

作
物
に
係
る
状
況
報
告
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
３
月
14
日
、
常
総
警

察
署
生
活
安
全
課
の
藤
澤
課
長
に
、

ト
ラ
ク
タ
ー
等
盗
難
事
件
取
締
強

化
に
関
す
る
要
望
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　
要
望
書
は
２
月
27
日
の
農
業
委

員
の
総
会
に
て
協
議
決
定
さ
れ
た

も
の
で
、
内
容
は
今
年
に
入
り
県

西
地
区
で
の
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
盗

難
が
多
発
し
て
い
る
た
め
、
日
々

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
等
を

依
頼
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
３
月
27
日
に

は
藤
澤
課
長
を
講
師
に
迎
え
、
防

犯
対
策
や
、
自
己
防
衛
策
な
ど
の

講
話
を
受
け
ま
し
た
。

　
草
間
委
員
の
後
任
と
し
て
、
今

年
４
月
１
日
、
中
茎
一
秀
氏
が
就

任
し
ま
し
た
。

　
中
茎
委
員
は
、
平
成
８
年
か
ら

４
期
12
年
に
わ
た
り
公
選
委
員
と

し
て
農
業
委
員
を
経
験
し
、
こ
の

度
、
共
済
組
合
推
薦
委
員
と
し
て

再
び
農
業
委
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
ま
し
た
耕
作
放
棄
地
対
策
支
援

事
業
が
、
平
成
25
年
度
で
終
了
と

な
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
荒

廃
し
た
農
地
（
耕
作
放
棄
地
等
）

を
活
用
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方

は
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
詳
し
く
は
農
業
委
員

事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

支
柱
に
よ
る
太
陽
光
発
電
施
設

の
農
地
転
用
に
つ
い
て

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

常
総
署
に
要
望
書
を
提
出

農
委
倉
持
会
長
・
倉
金
代
理

　
　
　
　
　
常
総
警
察
署
に
て

新
任
農
業
委
員
の
紹
介

耕
作
放
棄
地
支
援
事
業
は

平
成
25
年
度
で
終
了

中
　
茎
　
一
　
秀 

委
員

　
　
　
（
共
済
組
合
推
薦
委
員
）

紹 

介 

農 

業 

委 

員

菊  地  義  男
委員

紹 

介 

農 

業 

委 

員

岡  野  孝  一
委員
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　平成24年１月から12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10ａ当たり）

は、次のとおりとなっております。

（平成25年４月１日公表）

＊１　この情報は、農地法第52条の規定により、賃借料の目安として提供するものです。
＊２　この情報は、平成24年中に実際に締結された賃貸借契約の賃借料データを集計したものです。
＊３　基盤整備地域とは、土地改良などにより圃場整備が完了している地域です。
＊４　データ数は、集計に用いた筆数です。
＊５　賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、60kg当たり11,000円に換算しています。
＊６　金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としています。
＊７　「（参考）常総市平均」の平均額は、各区分の平均値（四捨五入前）をデータ数により加重
　　　平均した値です。

【問合せ】農業委員会事務局　２３－９０１３・９０１８

１  田（水稲）の部

２  畑（普通畑）の部

17 , 600

15 , 900

17 , 000

16 , 900

16 , 800

27 , 500

22 , 000

22 , 000

22 , 000

5 , 500

5 , 500

11 , 000

10 , 000

265

209

41

98

613

基盤整備地域

未整備地域

基盤整備地域

未整備地域

締結（公告）された地域名 平　  均  　額
　　　　 （円）

最　  高  　額
　　　　 （円）

最　  低  　額
　　　　 （円）

デ  ー  タ  数
　　　　（件）

9 , 500

14 , 000

11 , 700

16 , 500

20 , 000

5 , 000

5 , 000

95

9

104

締結（公告）された地域名 平　  均  　額
　　　　 （円）

最　  高  　額
　　　　 （円）

最　  低  　額
　　　　 （円）

デ  ー  タ  数
　　　　（件）

（参考）常総市平均

（参考）常総市平均

旧水海道市

旧石下町

旧水海道市全域

旧石下町全域

平成24年  賃借料情報平成24年  賃借料情報 消
費
者
と
し
て
思
う

消
費
者
と
し
て
思
う

坂
手
地
区

　
染
谷
　
美
智
子  

さ
ん

地
域
の
担
い
手

地
域
の
担
い
手

飯
沼
地
区

　 

井
上
　
真
晴  

さ
ん

　
我
が
家
は
専
業
農
家
と
し
て
契

約
白
菜
を
中
心
に
キ
ャ
ベ
ツ
・
ネ

ギ
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
東
日
本
大
震
災
発
生
の
二

日
前
に
就
農
し
、
県
産
品
が
風
評

被
害
で
価
格
低
迷
の
影
響
を
一
部

か
ら
受
け
た
こ
と
で
農
業
の
厳
し

さ
を
知
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
元
で
は
主

産
地
ら
し
く
生
産
技
術
の
指
導
体

制
や
生
産
物
の
出
荷
体
制
が
整
備

さ
れ
、
父
も
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
に
対

し
て
先
見
の
明
か
ら
農
機
具
へ
の

設
備
投
資
も
終
え
て
お
り
、
労
働

力
で
は
研
修
生
を
三
名
受
け
入
れ

て
計
七
名
で
作
業
効
率
化
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
環

境
か
ら
ス
タ
ー
ト
が
出
来
た
こ
と

で
、
日
頃
か
ら
機
械
の
修
繕
費
削

減
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
日
常
的
に
決
ま
っ
て
い
る
作
業

の
繰
り
返
し
だ
け
で
は
な
く
、
収

量
も
変
動
す
る
作
物
栽
培
に
面
白

さ
を
感
じ
、
新
し
い
知
識
習
得
の

た
め
に
石
下
地
区
で
も
農
業
後
継

者
の
会
で
若
い
世
代
同
士
の
交
流

会
や
研
修
会
へ
の
参
加
も
行
い
な

が
ら
、
日
々
の
勉
強
不
足
を
補
っ

て
い
る
状
況
で
、
将
来
は
自
分
な

り
の
経
営
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　
地
域
の
担
い
手
と
し
て
は
ま
だ

ま
だ
未
熟
者
で
す
が
経
験
を
積
ん

で
一
生
勉
強
の
精
神
で
農
業
の
役

に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
就
農
し
て
、
双
子
の
子
供
も
生
ま

れ
、
両
親
、
実
習
生
と
共
に
契
約
栽

培
に
励
ん
で
お
り
、
又
、
Ｉ
Ｆ
Ｃ
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
頑
張
っ
て
い
る

井
上
さ
ん
で
す
。

「
食
の
安
全
と
は
？
」

　
私
は
会
社
勤
め
の
傍
ら
、
休
日

に
は
自
家
用
菜
園
で
様
々
な
野
菜

を
作
っ
て
お
り
ま
す
。

　
無
農
薬
で
作
っ
た
野
菜
は
娘
達

に
届
け
、
孫
達
に
も
安
心
し
て
食

べ
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
と
、
喜

ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
昨
今
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ

り
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
様
々
な
情

報
が
飛
び
交
い
、
多
く
の
消
費
者

に
不
安
を
抱
か
せ
て
お
り
ま
す
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
日
本
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る

添
加
物
や
、
残
留
農
薬
の
基
準
が

日
本
の
倍
も
あ
る
品
々
を
食
す
る

こ
と
と
な
り
、
「
食
の
安
全
」
と

は
何
だ
ろ
う
と
思
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
未
来
の
日
本
を
担
う
子
供
達
が
、

元
気
に
明
る
く
生
き
る
為
に
必
要

な
「
食
」
を
、
安
全
で
、
よ
り
健

康
を
守
る
た
め
の
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
一
度
原
点
に
も
ど
り
、
考
え

る
必
要
が
あ
る
課
題
な
の
か
な
っ

て
思
い
つ
つ
、
「
ジ
ィ
ジ
と
バ
ァ

バ
の
作
っ
た
野
菜
、
お
い
し
い
ね
」

と
い
う
孫
た
ち
の
言
葉
を
励
み
に
、

汗
を
流
し
て
畑
仕
事
を
し
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
訪
問
し
た
時
何
を
す
る
の
で
す
か

と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
今
日
は
ナ
ス
・

ト
マ
ト
を
植
え
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
食

の
安
全
を
考
え
て
い
る
染
谷
さ
ん
で

す
。

　
近
年
、
農
地
に
支
柱
を
立
て
て
、

営
農
を
継
続
し
な
が
ら
上
部
空
間

に
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
す
る

技
術
（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）

が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
発
電
施
設
（
営
農
型
発
電
施
設
）

は
、
パ
ネ
ル
の
下
部
分
に
て
営
農

を
前
提
と
し
、
農
産
物
等
に
支
障

が
な
い
と
の
理
由
か
ら
農
地
法
の

転
用
は
必
要
な
い
と
の
考
え
方
が

あ
り
ま
す
が
、
農
林
水
産
省
で
は

農
地
法
の
一
時
転
用
許
可
が
必
要

と
判
断
し
ま
し
た
。

　
一
時
転
用
期
間
は
３
年
間
で
、

ま
た
、
延
長
も
可
能
で
す
。
許
可

に
際
し
て
は
、
下
部
の
農
地
に
お

け
る
営
農
の
適
切
な
継
続
が
確
保

さ
れ
、
作
物
の
発
育
等
に
支
障
が

な
い
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
許
可
後
は
毎
年
、
下
部

の
農
地
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
農

作
物
に
係
る
状
況
報
告
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
３
月
14
日
、
常
総
警

察
署
生
活
安
全
課
の
藤
澤
課
長
に
、

ト
ラ
ク
タ
ー
等
盗
難
事
件
取
締
強

化
に
関
す
る
要
望
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　
要
望
書
は
２
月
27
日
の
農
業
委

員
の
総
会
に
て
協
議
決
定
さ
れ
た

も
の
で
、
内
容
は
今
年
に
入
り
県

西
地
区
で
の
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
盗

難
が
多
発
し
て
い
る
た
め
、
日
々

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
等
を

依
頼
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
３
月
27
日
に

は
藤
澤
課
長
を
講
師
に
迎
え
、
防

犯
対
策
や
、
自
己
防
衛
策
な
ど
の

講
話
を
受
け
ま
し
た
。

　
草
間
委
員
の
後
任
と
し
て
、
今

年
４
月
１
日
、
中
茎
一
秀
氏
が
就

任
し
ま
し
た
。

　
中
茎
委
員
は
、
平
成
８
年
か
ら

４
期
12
年
に
わ
た
り
公
選
委
員
と

し
て
農
業
委
員
を
経
験
し
、
こ
の

度
、
共
済
組
合
推
薦
委
員
と
し
て

再
び
農
業
委
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
ま
し
た
耕
作
放
棄
地
対
策
支
援

事
業
が
、
平
成
25
年
度
で
終
了
と

な
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
荒

廃
し
た
農
地
（
耕
作
放
棄
地
等
）

を
活
用
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方

は
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
詳
し
く
は
農
業
委
員

事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

支
柱
に
よ
る
太
陽
光
発
電
施
設

の
農
地
転
用
に
つ
い
て

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

常
総
署
に
要
望
書
を
提
出

農
委
倉
持
会
長
・
倉
金
代
理

　
　
　
　
　
常
総
警
察
署
に
て

新
任
農
業
委
員
の
紹
介

耕
作
放
棄
地
支
援
事
業
は

平
成
25
年
度
で
終
了

中
　
茎
　
一
　
秀 

委
員

　
　
　
（
共
済
組
合
推
薦
委
員
）

紹 

介 

農 

業 

委 

員

菊  地  義  男
委員
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農 

業 

委 

員

岡  野  孝  一
委員
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喜
見
山
　
　
　
明

中
　
茎
　
一
　
秀

渡
　
辺
　
勝
　
一

菊
　
田
　
政
　
光

田
　
村
　
匡
　
史

相
　
山
　
と
し
子
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田
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崎
　
信
太
郎
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チ
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之
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金
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持
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暑
中
お
見
舞
い

　
　
　  

申
し
上
げ
ま
す

（
議 

席 

順
）

農

業

委

員

営
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ

発
行
日
　
毎
週
金
曜
日

購
読
料
　
一
カ
月
六
百
円

申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ
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今
回
は
、
豊
岡
地
区
の
古
谷
さ

ん
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
古
谷
さ
ん
宅
は
水
稲
、
大
小
麦
、

露
地
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
認
定

農
家
で
す
。

　
農
作
業
は
と
い
う
と
、
水
稲
、

麦
等
の
作
付
、
収
穫
時
は
ご
主
人

が
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
普
段
の
露
地
野
菜
の

栽
培
は
古
谷
さ
ん
本
人
と
お
嫁
さ

ん
の
千
枝
さ
ん
、
お
手
伝
い
さ
ん

と
で
対
応
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
露
地
野
菜
は
特
に
ネ
ギ
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
肥
料
は
有
機
肥
料

を
出
来
る
だ
け
利
用
し
、
農
薬
も

減
農
薬
で
栽
培
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
、
畑
は
瓦
が
出
来

る
よ
う
な
土
な
の
で
、
作
物
に
環

境
は
良
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
以

前
陸
田
と
し
て
使
用
し
て
い
た
た

め
、
底
が
大
変
硬
く
ネ
ギ
の
白
い

部
分
を
長
く
す
る
の
に
苦
労
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
土
作
り

が
基
本
だ
と
も
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
野
菜
作
り
は
天
候
に
左
右
さ
れ

ま
す
が
少
し
で
も
毎
回
自
慢
の
で

き
る
ネ
ギ
を
作
り
た
い
と
の
こ
と

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
安
心
、
安
全
な

ネ
ギ
を
消
費
者
に
お
届
け
出
来
る

様
、
日
々
精
進
し
た
い
と
話
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。

　
豊
岡
地
区
で
ネ
ギ
を
栽
培
し
て
い

る
古
谷
さ
ん
を
、
大
麦
刈
の
後
、
小

麦
の
刈
取
を
控
え
た
合
間
に
、
ネ
ギ

の
管
理
作
業
を

し
て
い
た
と
こ

ろ
に
訪
問
し
ま

し
た
。

紹 

介 

農 

業 

委 

員

古谷  ミチ子
委員

　
今
年
３
月
31
日
草
間
正
詔
委
員

が
任
期
満
了
の
た
め
退
任
し
ま
し

た
。
平
成
８
年
７
月
以
来
６
期
17

年
の
長
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
と

し
て
地
域
農
業
の
振
興
に
ご
尽
力

を
賜
り
ま
し
た
。

　
今
年
１
月
19
日
大
山
榮
市
委
員

が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
20
年

７
月
以
来
２
期
５
年
に
わ
た
り
農

業
委
員
と
し
て
地
域
農
業
の
振
興

に
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　
夏
本
番
を
迎
え
猛
暑
日
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
熱
中
症
等
、
体
に

気
を
つ
け
て
農
作
業
に
励
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
農
家
に
密

着
し
た
記
事
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
、
編
集
委
員
一
同
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
。

編

集

後

記

草
間
委
員
が
任
期
満
了

大 

山 

委 

員 

が 

逝 

去

　
加
入
資
格
は
20
歳
以
上
の
60
歳

未
満
の
方
で
、
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
及
び
年
間
60
日
以
上
農

業
に
従
事
し
て
い
る
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
で
す

が
、
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族

農
業
従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

又
、
意
欲
あ
る
担
い
手
に
は
保
険

料
助
成
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

保
険
料
は
自
由
に
決
め
ら
れ
、
税

制
面
で
も
大
き
な
優
遇
措
置
が
あ

り
ま
す
。

　
積
立
方
式
の
安
定
し
た
制
度
で
、

80
歳
ま
で
保
証
付
き
の
終
身
保
険

で
す
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
農
業
委

員
ま
た
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日
ご

相
談
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
去
る
４
月
27
日
　
農
業
委
員
会

総
会
の
前
に
、
茨
城
県
農
業
会
議

か
ら
小
泉
総
務
部
調
査
役
、
岩
渕

農
業
者
年
金
担
当
を
講
師
に
迎
え
、

農
業
者
年
金
加
入
推
進
に
つ
い
て

の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
年

金
加
入
に
つ
い
て
の
質
問
も
多
数

だ
さ
れ
、
実
り
の
あ
る
勉
強
会
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
会
に
、
農
業
者
年
金

に
つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ
を
拡
充
し
、
農

業
委
員
に
よ
る
戸
別
訪
問
等
、
年

金
加
入
推
進
を
進
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

年
金
加
入
で
、
農
業
経
営
と
安
心
で
豊
か
な
老
後
生
活
を
が
っ
ち
り

サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う

農
業
者
年
金
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
開
催

　菅生沼土地改良区（倉持泰仍理事長）は、茨城、千葉県にまたがり、常総、守谷、坂東、野田市の
４自治体の接点にあたり、さらには警察署も常総、取手、境、野田の４警察署の管轄にまたがる地域
にあり不法投棄などの悪事にはこの上ない絶好の盲点である。
　地元の農業委員と土地改良区役員の合議の末、組合員高齢化による出役者不足もあり廃棄物の処理
や取締りなどの守りの繰り返しよりも、「捨てられない環境つくりが大事」と攻めに転じ、行政の力
も借り耕作放棄地の絶滅と合わせて、近年は美しい水土里つくり事業も取り入れ、全域を見通しがき
くように徹底した除草作業を行い、今や地元農業委員会で不法投棄パトロールに回っても耕作地範囲
内の投棄物はほとんど見当たらなくなった。ちなみに耕作放棄地はゼロである。

大型機械による除草で不法投棄が激減（除草作業の今昔）

平成３年当時 平 成 2 4 年
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